


　

３
月
15
日
、
四
国
森
林
管
理
局
に
お
い

て
、
令
和
２
年
度
治
山
・
林
道
工
事
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
令
和

元
年
度
に
完
成
し
た
工
事
を
対
象
に
、
４

つ
の
テ
ー
マ
（
コ
ス
ト
縮
減
、
技
術
提
案
、

環
境
配
慮
、
施
工
管
理
）
で
審
査
を
行
い
、

事
業
の
効
果
が
顕
著
で
あ
り
、
内
容
が
良

好
で
他
の
模
範
と
な
る
と
認
め
ら
れ
る
工

事
で
、
特
に
優
秀
な
も
の
を
林
野
庁
へ
推

薦
し
、
３
社
（
治
山
１
社
、
林
道
２
社
）

が
長
官
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
12

社
（
治
山
９
社
、
林
道
３
社
）
が
、
四
国

森
林
管
理
局
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
官
賞
の
表
彰
は
、
例
年
東
京
で
行
い

ま
す
が
、
本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

局長から表彰状授与

ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
四
国
森
林
管
理
局
に
お
い
て
行

い
ま
し
た
。
ま
た
長
官
賞
に
つ
い
て
は
担

当
技
術
者
並
び
に
監
督
職
員
に
対
し
て
も

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
林
野
庁
長
官
賞
（
敬
称
略
）

○�

別
府
山
（
52
）
水
源
地
域
整
備
工
事
（
翌

債
）

　
　

《
高
知
中
部
森
林
管
理
署
発
注
》

　

有
限
会
社
西
野
建
設

　
　

代
表
取
締
役　

西
野　

桂

○
中
川
林
道
災
害
復
旧
工
事
（
翌
債
）

　
　

《
安
芸
森
林
管
理
署
発
注
》�

　

湯
浅
建
設
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役
社
長　

湯
浅　

雅
喜

○
船
頭
山
林
道
災
害
復
旧
工
事
（
明
許
）

　
　

《
四
国
森
林
管
理
局
発
注
》�

　
　

有
限
会
社
十
和
建
設

　
　
　

代
表
取
締
役　

松
下　

充
宏

◆
四
国
森
林
管
理
局
長
賞
（
敬
称
略
）

【
工
事
表
彰
】

○�

祖
谷
川
地
区
樫
尾
（
上
）
地
す
べ
り
防

止
工
事
（
国
債
）

　
　

《
徳
島
森
林
管
理
署
発
注
》

　

有
限
会
社
上
西
組

　
　

代
表
取
締
役　

上
西　

光
男

○�

阿
津
江
地
区
阿
津
江
（
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
）

地
す
べ
り
防
止
工
事
（
明
許
）

　
　

《
徳
島
森
林
管
理
署
発
注
》

　

株
式
会
社
山
全

　
　

代
表
取
締
役　

牛
尾　

正
治

○
小
島
（
67
）
復
旧
治
山
工
事
（
明
許
）



　
　

《
徳
島
森
林
管
理
署
発
注
》

　

中
石
・
赤
松
経
常
建
設
共
同
企
業
体

　
　

代
表
者　

中
石　

昭

○
樫
原
（
43
）
復
旧
治
山
工
事
（
明
許
）

　
　

《
香
川
森
林
管
理
事
務
所
発
注
》

　

大
西
建
設
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

衣
斐　

恵
美
子

○�

笹
郷
山
（
２
０
１
５
）
復
旧
治
山
工
事

（
国
債
）

　
　

《
愛
媛
森
林
管
理
署
発
注
》

　

一
若
建
設
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

中
畑　

健
右

○�

東
大
戸
山
（
１
３
０
９
）
復
旧
治
山
工

事
（
翌
債
）

　
　

《
四
万
十
森
林
管
理
署
発
注
》

　

協
業
組
合
テ
ス
ク

　
　

代
表
理
事　

池
本　

成
志

○�

仁
尾
ヶ
内
山
（
48
）
復
旧
治
山
工
事
（
国

債
）

　
　

《
嶺
北
森
林
管
理
署
発
注
》

　

明
治
建
設
有
限
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

川
﨑　

篤
志

○�

尾
続
山
（
２
０
７
０
）
復
旧
治
山
工
事

（
翌
債
）

　
　

《
安
芸
森
林
管
理
署
発
注
》�

　

湯
浅
建
設
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役
社
長　

湯
浅　

雅
喜

○�

大
道
南
山
（
１
１
６
４
）
災
害
関
連
緊

急
工
事
（
翌
債
）

　
　

《
安
芸
森
林
管
理
署
発
注
》�

　

山
下
・
森
本
経
常
建
設
共
同
企
業
体

　
　

代
表
者　

山
下　

政
司

○
大
中
山
林
道
災
害
復
旧
工
事
（
明
許
）

　
　

《
四
万
十
森
林
管
理
署
発
注
》

　

株
式
会
社　

田
邊
建
設

　
　

代
表
取
締
役　

田
邊　

一
也

○
森
ヶ
内
林
道
改
良
工
事

　
　

《
四
万
十
森
林
管
理
署
発
注
》

　

株
式
会
社　

生
田
組

　
　

代
表
取
締
役　

生
田　

政
嗣

○
名
野
谷
２
２
５
林
業
専
用
道
新
設
工
事

　
　

《
嶺
北
森
林
管
理
署
発
注
》

　

株
式
会
社　

晃
立

　
　

代
表
取
締
役
社
長　

嶋
﨑　

勝
昭

【
技
術
者
表
彰
】

○�

別
府
山
（
52
）
水
源
地
域
整
備
工
事
（
翌

債
）

　

現
場
代
理
人

　

主
任
技
術
者　

坂
本　

憲
正

　
　

（
有
限
会
社
西
野
建
設
）

　

監
督
職
員　

宮
脇　

健
二

　
　

（
高
知
中
部
森
林
管
理
署
）

○
中
川
林
道
災
害
復
旧
工
事
（
翌
債
）

　

現
場
代
理
人　

村
上　

弘
晃

　

主
任
技
術
者　

近
藤　

稔

　
　

（
湯
浅
建
設
株
式
会
社
）

　

�

監
督
職
員　

西
山　

秀
男

　
　

（
安
芸
森
林
管
理
署
）

○
船
頭
山
林
道
災
害
復
旧
工
事
（
明
許
）

　

現
場
代
理
人

　

主
任
技
術
者　

宮
脇　

浩
明

　
　

（
有
限
会
社　

十
和
建
設
）

　

監
督
職
員　

�

清
岡　

英
章

　
　

（
四
国
森
林
管
理
局
）

受賞された皆様
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技
術
試
験
地
を

　
団
地
化
し
ま
し
た

 

～
香
川
所
・
嶺
北
署
に
設
定

　
　
　
　（
令
和
２
年
度
末
）
～ 

〈
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

　

現
在
、
多
く
の
人
工
林
が
利
用
期
を
迎

え
、
今
後
、
資
源
を
有
効
活
用
す
る
た
め

の
主
伐
の
増
加
に
伴
い
、
計
画
的
な
再
造

林
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
計
画
的
か
つ
確
実
な
再
造
林

を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
増
加
す
る
シ
カ

や
ノ
ウ
サ
ギ
等
に
よ
る
食
害
へ
の
防
護
対

策
に
多
大
な
コ
ス
ト
が
か
か
る
な
ど
、
造

林
技
術
の
見
直
し
や
コ
ス
ト
の
削
減
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
冬
下
刈
り
や
早
生
樹
育
成

等
の
保
育
作
業
の
見
直
し
、
低
コ
ス
ト

試
験
を
各
署
等
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
利
用
し

て
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
試
験
地
は
広

範
囲
に
散
在
し
移
動
に
長
時
間
を
要
す
る

た
め
、
試
験
の
効
率
化
や
試
験
成
果
の
民

有
林
等
へ
の
普
及
等
が
難
し
い
状
況
で
し

た
。

　

こ
の
た
め
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
試
験
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
、

一
度
に
各
種
の
試
験
が
実
施
・
見
学
で
き

る
「
集
約
化
試
験
団
地
」
を
香
川
森
林
管

理
事
務
所
及
び
嶺
北
森
林
管
理
署
管
内
の

国
有
林
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

試
験
団
地
で
は
、
低
コ
ス
ト
造
林
、
コ

ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
や
チ
ャ
ン
チ
ン
モ
ド
キ
等
の

早
生
樹
の
育
成
試
験
等
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
具
体
的
に
は
、「
①
大
苗
と
施
肥
を

嶺北試験団地（高知県いの町戸中葛
つ づ ら

篭谷
だに

黒
くろたきやま

滝山国有林）

香川試験団地（香川県高松市塩江町鷹
たかやま

山国有林）

スギの大苗 コウヨウザンの苗木



使
用
し
た
低
コ
ス
ト
造
林
試
験
、
②
早
生

樹
の
造
林
技
術
の
確
立
試
験
、
③
地
拵
省

略
に
お
け
る
苗
木
の
成
長
調
査
等
比
較
試

験
、
④
下
刈
時
期
（
夏
・
冬
下
刈
り
）
の

違
い
に
よ
る
検
証
試
験
、
⑤
単
木
保
護
資

材
（
５
種
類
）
に
よ
る
獣
害
対
策
の
検

証
試
験
」
の
５
つ
の
試
験
を
１
箇
所
の

フ
ィ
ー
ル
ド
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、各
試
験
地
に
は
獣
害
防
護
柵
（
防

護
ネ
ッ
ト
）
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
国

有
林
の
職
員
を
は
じ
め
、
ど
の
よ
う
な
防

護
柵
が
あ
る
の
か
見
た
こ
と
が
な
い
市
町

村
職
員
等
も
多
く
お
り
、
そ
の
施
工
や
防

護
効
果
等
も
十
分
に
検
証
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
５
タ
イ
プ
の
防
護
柵
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

２
箇
所
の
試
験
団
地
は
、
公
道
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
が
良
い
こ
と
か
ら
、
低
コ
ス
ト

造
林
や
早
生
樹
育
成
の
現
地
検
討
会
・
勉

強
会
を
民
有
林
関
係
者
を
含
め
積
極
的
に

実
施
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
各
種
の
試

験
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
得
ら
れ
た
成
果
等

に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
普
及
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
各
種
試
験
等
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
は
、
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

��

（
℡
０
８
８
―

８
２
１
―

２
２
５
０

�
E
-m
ail:shiko

ku_
gijyutu@

m
aff.go

.jp

）

入
庁
式

　（
８
名
の
新
規
採
用
）〈

局
総
務
課
〉

　

令
和
３
年
度
四
国
森
林
管
理
局
新
規
採

用
者
８
名
の
入
庁
式
を
４
月
１
日
、
局
議

室
に
お
い
て
行
い
ま
し
た
。

　

石
垣
英
司
四
国
森
林
管
理
局
長
か
ら
、

新
規
採
用
者
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
、
入
庁

者
を
代
表
し
て
局
保
全
課
に
配
属
さ
れ
た

阪
上
優
華
さ
ん
が
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

局
長
か
ら
は
、
新
社
会
人
と
な
っ
た

８
名
に
、
「
入
庁
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
、
局
署
等
で
の
研
修
等
が

あ
り
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
と
吸
収
し
、
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
公
務
員

は
、
国
民
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る
こ
と
を

自
覚
し
て
ほ
し
い
。
農
林
水
産
省
職
員
と

し
て
、
国
民
の
期
待
を
受
け
止
め
、
時
代

の
変
化
を
見
通
し
て
政
策
を
提
案
し
そ
の

実
現
に
全
力
で
行
動
す
る
と
い
う
、
「
ビ

ジ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
」
を
念
頭
に

業
務
に
あ
た
っ
て
ほ
し
い
。
最
後
に
、
何

よ
り
も
健
康
が
第
一
な
の
で
、
心
身
と
も

に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
」
と
訓
示
が
あ

り
ま
し
た
。

　

新
採
の
皆
さ
ん
は
、
配
属
さ
れ
た
部
署

で
、
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

入
庁
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

表
紙
写
真
前
列
右
側
か
ら

　
　

千せ
ん
ざ
き﨑　
　

怜れ
い

さ
ん
（
愛
媛
署
）

　
　

岩い
わ
は
ら原　

慶よ
し

季き

さ
ん
（
徳
島
署
）

　
　

原は
ら
ぐ
ち口　

翔し
ょ
う
ご吾
さ
ん
（
四
万
十
署
）

　
　

重し
げ
い
し石　

大だ
い

地ち

さ
ん
（
安
芸
署
）

　
　

石
垣　

英
司
局
長

　
　

阪さ
か
う
え上　

優ゆ

か華
さ
ん
（
局
保
全
課
）

　
　

重し
げ
ま
つ松　

友ゆ

き希
さ
ん
（
愛
媛
署
）

　
　

楠く
す
の
せ瀬　

博ひ

ろ

や也
さ
ん
（
香
川
所
）

　
　

山や
ま
ぐ
ち口　

大だ

い

き喜
さ
ん
（
局
森
林
整
備
課
）
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前田署長の挨拶

斎藤主任森林整備官の講義

森
林
環
境
教
育
講
座
を
開
催

～
幡
多
農
業
高
校
～

〈
四
万
十
森
林
管
理
署
〉

　

四
万
十
森
林
管
理
署
で
は
、
２
月
15
日

に
、
高
知
県
立
幡
多
農
業
高
校
の
課
題
研

究
校
外
学
習
と
し
て
、
森
林
環
境
教
育
講

座
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
講
座
は
学
校

側
か
ら
「
林
業
に
関
す
る
現
状
と
課
題
を

学
習
し
、
生
徒
た
ち
に
何
か
出
来
る
こ
と

は
な
い
か
考
え
さ
せ
た
い
」
と
の
要
請
が

あ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
森
裕
一
自
然
再
生

指
導
官
、
渡
辺
督
巳
総
括
森
林
整
備
官
、

齋
藤
充
治
主
任
森
林
整
備
官
が
講
師
と
し

て
、
グ
リ
ー
ン
環
境
科
２
年
生
６
名
を
対

象
に
当
署
会
議
室
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

講
座
に
先
だ
ち
前
田
利
雄
署
長
か
ら
は

「
今
回
の
講
座
を
通
じ
て
林
業
の
現
状
と

課
題
を
理
解
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
国

有
林
の
仕
事
に
興
味
を
持
ち
、
出
来
れ
ば

こ
の
職
場
を
目
指
し
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
齋
藤
充
治
主
任
森
林
整
備
官

か
ら
「
林
業
の
現
状
と
課
題
」
の
説
明
が

あ
り
、
①
慢
性
的
な
人
手
不
足
、
高
知
県

の
林
業
従
事
者
は
40
年
前
に
比
べ
４
分
の

１
に
減
少
し
、
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
こ

と
、
②
木
材
価
格
の
下
落
、
木
材
価
格
は

１
９
８
０
年
か
ら
３
分
の
１
に
低
下
、
一

方
、
物
価
は
約
1.5
倍
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、

③
そ
の
た
め
林
業
従
事
者
の
給
料
が
減
少

し
、
従
事
す
る
人
た
ち
が
減
っ
て
い
く
悪

循
環
に
陥
っ
て
い
る
林
業
の
現
状
を
説
明

し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
改
善
す
る
た
め
、

国
有
林
で
は
、
①
植
栽
時
期
の
影
響
を
受

け
な
い
コ
ン
テ
ナ
苗
の
活
用
、
②
生
産
事

業
に
引
き
続
き
更
新
（
造
林
事
業
）
を
同

一
業
者
が
行
う
こ
と
に
よ
り
造
林
事
業
の

コ
ス
ト
低
減
を
図
る
、
③
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ

よ
り
も
生
育
速
度
の
良
い
早
生
樹
（
コ
ウ

ヨ
ウ
ザ
ン
）
を
植
栽
し
、
こ
れ
ま
で
50
～

60
年
を
要
し
て
い
た
植
栽
か
ら
伐
採
の
サ

イ
ク
ル
を
短
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト
を
下
げ
る
取
組
を
行
っ
て
い

る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
る

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害
に
関
し
て
、
高
知
県

内
の
シ
カ
の
生
息
数
と
幡
多
郡
内
に
お
け

る
各
市
町
村
の
シ
カ
捕
獲
数
に
つ
い
て
説

明
す
る
と
、
生
徒
の
皆
さ
ん
は
そ
の
実
態

に
衝
撃
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

講
座
後
の
質
疑
タ
イ
ム
で
は
、「
林
業
の

仕
事
を
す
る
に
当
た
っ
て
気
を
つ
け
て
い

る
こ
と
は
？
」
と
質
問
が
あ
り
、「
林
業
は

自
然
が
相
手
の
仕
事
な
の
で
、
日
々
作
業

環
境
が
変
動
す
る
。
さ
ら
に
、
林
業
現
場

で
は
重
機
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
等
を
使
う
た

め
危
険
な
作
業
が
多
い
こ
と
か
ら
、
安
全

第
一
で
作
業
し
て
い
る
」
と
回
答
し
ま
し

た
。

　

最
後
に
幡
多
農
業
高
校
卒
業
生
で
あ
る

森
自
然
再
生
指
導
官
か
ら
、「
今
回
の
講
座

で
林
業
の
現
状
と
課
題
、
国
有
林
が
行
っ

て
い
る
取
組
が
理
解
で
き
た
と
思
う
。
ぜ

ひ
皆
さ
ん
も
公
務
員
試
験
に
向
け
て
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
座
で
は
、
林
業
を
取
り
巻
く

厳
し
い
現
状
と
、
そ
の
課
題
解
決
に
向
け

て
私
た
ち
国
有
林
が
行
っ
て
い
る
様
々
な

取
組
を
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
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コ
ロ
ナ
禍
で
こ
う
し
た
取
組
が
難
し
い

側
面
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
色
々
な
機

会
を
通
し
て
森
林
環
境
教
育
の
取
り
組
み

を
行
い
、
森
林
・
林
業
に
携
わ
る
人
材
育

成
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施

〈
四
万
十
森
林
管
理
署
〉

　

四
万
十
森
林
管
理
署
で
は
、
２
月
24
日

か
ら
26
日
の
３
日
間
、
令
和
２
年
度
春
期

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
就
業
体
験
実
習
）

と
し
て
、
国
立
大
学
法
人
筑
波
大
学
か
ら

１
名
の
学
生
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
３
日

間
と
い
う
短
期
間
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

各
事
業
現
地
で
の
見
学
・
体
験
を
主
体
に

実
施
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
署
長
・
次
長
か
ら
高
知
県
西

部
・
四
万
十
川
流
域
で
の
森
林
・
林
業
の

現
状
と
当
署
の
概
要
を
説
明
後
、
現
地
に

赴
き
、
収
穫
調
査
や
測
定
業
務
の
体
験
、

ま
た
、
早
生
樹
の
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
三
世
代

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
試
験
地
を
見
学
し
ま
し

た
。
収
穫
調
査
で
は
調
査
の
目
的
や
方
法

コウヨウザン試験地見学の様子

トランシット測量実習の様子

コンテナ苗植栽体験

を
説
明
、
実
際
に
胸
高
直
径
と
樹
高
を
計

測
し
ま
し
た
。
測
定
業
務
で
は
、
一
般
道

と
国
有
林
と
の
境
界
で
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
に

よ
る
測
量
を
行
い
、
境
界
標
を
確
認
し
ま

し
た
。
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
の
試
験
地
で
は
、

第
二
世
代
の
伐
根
か
ら
多
数
の
ぼ
う
芽
枝

が
発
生
し
て
お
り
、
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
の
天

然
更
新
に
よ
る
生
産
技
術
が
確
立
さ
れ
れ

ば
、
造
林
コ
ス
ト
の
大
幅
な
削
減
に
貢
献

す
る
こ
と
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
保
育
間
伐
（
活
用
型
）
の

素
材
生
産
事
業
地
及
び
搬
出
し
た
木
材
を

集
積
販
売
し
て
い
る
土
場
、
造
林
事
業
地
、

林
業
専
用
道
新
設
工
事
で
の
監
督
業
務
に

つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
保
育
間
伐
（
活

用
型
）
で
は
、
高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る

集
材
、
造
材
、
運
搬
、
巻
立
の
一
連
作
業

を
見
学
後
、
今
年
度
、
新
た
に
整
備
し
た

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
「
竹
島
土
場
」
で
、
丸

太
の
径
級
・
長
級
・
品
等
別
に
仕
分
け
を

行
い
販
売
し
て
い
る
こ
と
を
学
習
し
ま
し

た
。
ま
た
、
造
林
事
業
地
で
は
、
実
際

に
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽
を
体
験
し
、
苗
木

が
活
着
す
る
に
は
シ
カ
、
野
ウ
サ
ギ
等
の

獣
害
対
策
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
学
習
し

ま
し
た
。
林
業
専
用
道
の
新
設
箇
所
で

は
、
森
林
整
備
の
た
め
作
業
道
が
延
長
さ

れ
る
な
か
で
、
幹
線
と
な
る
林
道
を
い
か

に
低
コ
ス
ト
で
開
設
す
る
の
か
が
重
要
で

あ
り
、
そ
の
一
方
で
、
半
永
久
的
な
整
備

を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
適
宜
修
復
し
な

が
ら
使
用
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
路
網

整
備
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
習
し
ま
し

た
。

　

３
日
目
は
、
復
旧
治
山
工
事
に
お
け
る

監
督
業
務
と
入
野
松
原
に
お
い
て
マ
ツ
く

い
虫
防
除
を
学
習
し
ま
し
た
。
復
旧
治
山
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工
事
で
は
、
現
場
毎
に
環
境
・
地
形
・
地

質
等
の
条
件
が
異
な
る
た
め
、
そ
の
現
場

に
よ
り
臨
機
応
変
で
対
処
し
て
お
り
、
地

域
住
民
及
び
地
元
行
政
と
の
繋
が
り
も
重

要
で
あ
る
こ
と
を
学
習
し
ま
し
た
。
入
野

松
原
に
お
い
て
は
、
海
岸
林
の
所
有
形
態

が
町
有
林
、
県
有
林
、
国
有
林
で
あ
り
、

林
内
に
農
作
物
の
畑
も
共
存
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
松
く
い
虫
防
除
の
有
効
手
段
で

あ
る
地
上
散
布
の
時
期
に
つ
い
て
も
、
農

作
物
に
影
響
し
な
い
よ
う
考
慮
し
て
い
る

こ
と
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
学
生

か
ら
は
、「
現
場
を
見
て
、
大
学
の
講
義
内

だ
け
で
は
絶
対
に
得
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
を
感
じ
た
。
法
律
や
政
策
も
も
ち
ろ

ん
大
事
だ
が
、
そ
れ
を
施
行
し
た
か
ら
と

い
っ
て
単
純
な
因
果
律
で
物
事
は
解
決
し

な
い
こ
と
、
森
林
は
、
現
場
で
の
細
や
か

な
対
応
や
地
道
な
取
組
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
実
感
し
た
」
と
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
当
署
で
は
、
国
有

林
野
事
業
及
び
森
林
管
理
署
の
業
務
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

中
村
小
学
校
で
森
林
環
境
教
育

〈
四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

四
万
十
川
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
で

は
、
３
月
９
日
、
11
日
の
両
日
、
四
万
十

市
立
中
村
小
学
校
の
２
年
生
50
名
、
１
年

生
37
名
を
対
象
と
し
た
森
林
環
境
教
育

（
森
林
・
木
工
教
室
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
、「
森
の
木
に
被
害
を
与
え
て
い

る
動
物
は
何
か
知
っ
て
い
ま
す
か
」
と
児

童
達
に
質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
ク
マ
、
イ
ノ

シ
シ
、
サ
ル
、
タ
ヌ
キ
、
ウ
サ
ギ
、
シ
カ
」

と
元
気
に
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
当

セ
ン
タ
ー
で
は
、
森
林
教
室
を
行
っ
て
い

る
こ
と
の
ほ
か
、
増
え
す
ぎ
た
ニ
ホ
ン
ジ

カ
の
被
害
か
ら
森
林
を
守
る
仕
事
も
し
て

い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

次
に
自
然
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を

も
っ
て
も
ら
う
た
め
、
樹
木
の
冬
芽
が

春
の
芽
吹
き
に
備
え
て
前
の
年
か
ら
芽

（
葉
っ
ぱ
と
花
の
赤
ち
ゃ
ん
）
を
準
備
し
て

い
る
様
子
を
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
学
校
の
校
庭
に
は
キ
ン
モ
ク

セ
イ
や
ム
ク
ゲ
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
な
ど
76

本
も
の
木
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
名
札
も
掛

か
っ
て
い
ま
す
。
葉
っ
ぱ
の
形
が
変
わ
る

こ
と
や
花
が
咲
き
タ
ネ
が
で
き
て
飛
ぶ
こ

と
、
ま
た
木
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
虫
が
生
息

し
、
季
節
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
鳥
た
ち

も
や
っ
て
来
ま
す
。
校
庭
の
木
な
ど
を
観

察
し
て
み
た
ら
楽
し
い
と
思
い
ま
す
」
と

説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
児
童
達
が
楽
し
み
に
し
て
い

た
木
工
ク
ラ
フ
ト
製
作
で
す
。
児
童
ひ
と

り
が
、
①
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
や
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
な

ど
の
木
の
鉛
筆
作
り
、
②
く
ま
モ
ン
、
み

き
ゃ
ん
の
ゆ
る
き
ゃ
ら
な
ど
の
５
種
類
の

製
作
用
キ
ッ
ト
中
か
ら
１
つ
を
選
ん
で
ア

ク
セ
サ
リ
ー
を
作
り
、
③
森
の
か
け
ら
（
ス

ギ
間
伐
木
の
輪
切
り
使
用
）
で
自
由
製
作

（
い
ろ
い
ろ
な
材
料
や
部
品
を
組
み
合
わ
せ

て
作
る
）
に
挑
戦
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、「
こ
れ
ど
う
し
た
ら
え

い
が
？
」「
こ
れ
お
願
い
で
き
ま
せ
ん
か
」

と
セ
ン
タ
ー
職
員
に
聞
き
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
が
工
夫
し
て
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
森
林
環
境
教
育
を
通
し
て
木
材

の
良
さ
や
自
然
の
大
切
さ
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う

な
森
林
環
境
教
育
を
通
じ
て
、
森
林
へ
の

理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け
と
な
る
取
組
を

積
極
的
に
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

1 年生、木工クラフト製作の様子（3月11日） 2年生、木工クラフト製作の様子（3月9日）
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作品できたよ。やったね。

東
中
筋
小
学
校
の
全
学
年
に

森
林
環
境
教
育
を
実
施

〈
四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

四
万
十
市
立
東
中
筋
小
学
校
の
全
学
年

を
対
象
と
し
た
森
林
環
境
教
育
は
平
成
30

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
12
月
18
日
に
木
工
ク
ラ
フ

ト
学
習
（
１
～
４
年
生
23
名
）
を
、
１
月

20
日
に
シ
イ
タ
ケ
の
駒
打
ち
体
験
（
５
年

生
12
名
）
を
、
３
月
３
日
に
土
に
す
む
生

物
と
山
・
川
・
海
の
つ
な
が
り
（
６
年
生

16
名
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

12
月
に
行
っ
た
木
工
ク
ラ
フ
ト
学
習
で

は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
木

材
の
特
徴
を
説
明
と
大
王
松
の
松
ぼ
っ
く

り
を
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
見
立
て
た
置

物
を
作
り
ま
し
た
。
児
童
達
は
、
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
や
ト
ナ
カ
イ
、
雪
だ
る
ま
や
教

会
等
に
切
り
抜
い
て
色
を
塗
っ
た
フ
ァ
ル

カ
タ
材
（
桐
板
の
代
用
品
）
を
接
着
剤
で

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
台
座
に
貼
り
付
け
、
松

ぼ
っ
く
り
に
木
の
実
や
木
片
、
ビ
ー
ズ
等

で
装
飾
し
て
思
い
思
い
の
作
品
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。

　

木
工
ク
ラ
フ
ト
体
験
を
通
し
て
、
木
の

持
つ
温
も
り
と
素
材
と
し
て
の
木
材
の
良

さ
を
十
分
に
感
じ
て
も
ら
え
た
も
の
と
思

い
ま
す
。
児
童
の
感
想
文
に
は
、「
毎
回

違
う
作
品
が
作
れ
て
毎
年
す
ご
～
く
楽
し

み
」
と
う
れ
し
そ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
１
月
に
行
っ
た
シ
イ
タ
ケ
の
駒

打
ち
で
は
、
校
庭
で
電
動
ド
リ
ル
の
穴
開

け
方
法
や
作
業
の
注
意
点
な
ど
を
実
演
を

交
え
て
説
明
し
た
後
、
５
班
に
分
か
れ
て

駒
打
ち
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

み
ん
な
が
協
力
し
て
手
際
良
く
作
業
を

進
め
、
ク
ヌ
ギ
の
原
木
に
種
駒
を
木
槌
で

打
ち
込
ん
で
「
ほ
だ
木
」
50
本
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。
児
童
の
感
想
文
に
は
「
電
動

ド
リ
ル
を
使
っ
た
穴
開
け
は
初
め
て
だ
っ

た
の
で
少
し
怖
い
な
と
思
っ
て
い
た
け
ど

や
っ
て
み
る
と
と
て
も
楽
し
く
て
も
っ
と

し
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
が
シ
イ
タ
ケ
を
育
て
て
い
る
け
ど
仕

組
み
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
知
れ
た
の

で
、
ま
た
作
る
時
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
一

緒
に
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
」

と
書
か
れ
て
あ
り
ま
し
た
。

　

３
月
に
行
っ
た
土
に
す
む
生
物
と
山
・

川
・
海
の
つ
な
が
り
の
学
習
で
は
、「
森
林

と
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
関
わ
り
」「
土
壌
層

の
違
い
や
土
壌
動
物
・
土
壌
微
生
物
の
種

類
と
そ
の
役
割
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
児
童
達
が
昨
年
の
12
月
に

畑
に
埋
め
て
お
い
た
「
ミ
カ
ン
の
皮
」「
落 シイタケの駒打ち体験の様子

木工クラフト製作の様子
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ち
葉
」「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
空
き
缶
」
が
ど

の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
掘
り
起
こ
し

て
観
察
し
ま
し
た
。「
ミ
カ
ン
の
皮
」
は
繊

維
が
ス
カ
ス
カ
に
な
っ
て
、「
落
ち
葉
」
は

ボ
ロ
ボ
ロ
に
腐
っ
て
い
る
こ
と
を
確
か
め

ま
し
た
。
ま
た
、
掘
り
起
こ
し
た
土
の
に

お
い
を
嗅
い
で
も
ら
う
と
、
落
ち
葉
を
埋

め
て
い
た
と
こ
ろ
の
土
は
他
よ
り
に
お
い

が
濃
い
と
の
感
想
で
し
た
。

顕微鏡や画像で土にすむ生物を観察している様子

　

冬
場
の
実
験
だ
っ
た
の
で
、
分
解
が
あ

ま
り
進
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
土
の

中
の
微
生
物
は
「
ミ
カ
ン
の
皮
」
や
「
落

ち
葉
」
の
有
機
物
を
分
解
し
て
、
再
び
植

物
が
根
か
ら
吸
収
・
利
用
で
き
る
養
分
（
ミ

ネ
ラ
ル
な
ど
の
無
機
養
分
）
に
し
て
い
る

こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。
一
方
、「
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
・
空
き
缶
」
は
全
く
分
解
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
を
確
か
め
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
は
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
こ
と
の
大
切
さ
を

理
解
し
て
く
れ
ま
し
た
。

土を掘り起こしている様子を観察

　

ミ
カ
ン
の
皮
や
落
ち
葉
を
埋
め
た
所
の

土
を
採
取
し
て
調
べ
る
観
察
で
は
、
実
体

顕
微
鏡
（
倍
率
20
～
30
倍
）
を
真
剣
に
覗

き
な
が
ら
生
き
物
を
探
し
ま
し
た
。
ダ
ン

ゴ
ム
シ
や
ダ
ニ
、
線
虫
類
、
活
発
に
動
い

て
い
る
け
ど
何
か
は
わ
か
ら
な
い
生
き
物

の
姿
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
す
た
び
、

児
童
達
は
、「
こ
こ
に
い
る
」「
こ
れ
は
何

だ
」「
生
き
物
が
土
を
食
べ
て
い
る
」
と
歓

声
を
上
げ
な
が
ら
真
剣
に
観
察
し
て
い
ま

し
た
。

　

最
後
に
児
童
か
ら
「
こ
の
講
義
と
観
察

を
通
し
て
土
に
す
む
生
物
の
存
在
に
気
づ

き
ま
し
た
」
と
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
学
習
を
通
し
て
、
普
段
は
目
に
は
見
え

な
い
土
に
す
む
生
物
が
土
を
食
べ
る
こ
と

に
よ
り
、
土
の
中
に
隙
間
を
作
り
、
耕
す

働
き
を
し
て
豊
か
な
土
を
つ
く
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
、
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
、
児
童
達
の
森
林
の
大
切
さ
や
木
材

利
用
へ
の
興
味
・
関
心
が
高
ま
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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